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趣旨  

 

人権侵害(ストーカー犯罪、ハイテク機器犯罪)の被害が世界中で増加しています。 

この犯罪は長年被害報告を受けていますが未だ解決には至っておりません。一刻も

早く市民が安心、安全に暮らす為、私達は訴えて行きます。 

 

 

私達の取り組み 

 

人権侵害被害の実態調査、ハイテク機器犯罪による違法電波調査、実態調査資料

等作成、人権侵害防止団体との連携を推進し、政府、各行政機関等へ提出して訴え

ていきます。 

  

 

私達の目指すこと 

 

多くの人権侵害(ストーカー犯罪、ハイテク機器犯罪)の被害者を救う為、政府機関に

実態調査をして頂くと共に組織的に行われているテロ同様の特殊知能犯罪を取り締

まる法整備をして頂き、市民が安心、安全に暮らせる環境を保証出来る環境作りを目

指します。 

 

 

詳細 

 

各地域被害者が連携を取り、実態調査、安否確認、ポスティング、各地域ボランティ

アセンター、福祉関連施設、人権侵害団体等へ周知活動を推進します。 

敬具 
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